
























































































































   θ(1気圧)θ(3000気圧)dθ/dp(℃・漁一1醗)
    A馬Mn58,7士0.9℃66.7士1.0℃2,7×10-3



















   A伽Mni7×10『90e一1㎜
   α12Mn1,21no,80.34×ユ0一90e一1㎜











































   o/尋笹」『1心dJ/dp
    io畷i8.2×10-11
   0.44×io-i1
    10『110.60×10-11
    (1匿)0.11×10』1i
    (T)0,047×10一ま生
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論文審査 要旨
 本論文の著者は・強磁性マンガン合金Au4M葺,Cu2Mnま.21no。8,M只Sb等の高圧力下に設ける
 磁性の変化を測定し,Gur量e温度及び絶対飽和磁化の値の圧力効果を測定し,これに基づいて強
 磁性の根元たる交換相互作用の圧力依存度を求めた。その結果の大要は次の様に要約される。
 (1)ブリッヂマン型静水高圧発生装置により・3,000気圧の加圧を行ない,それと常圧とで磁化
 温暖曲線をそれぞれ測定し,その結果・0笹r玉e温度の圧力効果として次の様な値を得た。
dσ/dp
 Au尋Mn2.7×10'3(deg・Kダ吻!)
 Ou2MR1.21n。渇1・5×10馬3(")
 MnSb-3.2×10、3(")
 (2}強調磁歪常数を室温から液体空気温度まで測定し,絶対零度え外挿した値から,熱力学的関
 係式を用いて,絶対飽和値の圧力効果として,次の様な値を得た。
 σ。『エ・dσ。/dp
 Au4Mn-37×10-i1(翻/dyne)
 Ou2Mn1、21nα8-O、055×10-11(")
MnSb-O.59×10{11(")
 13)分子磁場理論に基づぐ式を用いて・ω及び12)の結果から,交換相互作用の圧力依存度として,
 次の値を得た。
 」}1・d」/dp
 Au4Mn8、2×10-11(朔/dyne)
 Gu2Mn1.21n。.80、44×10覗(")
 NfnSbO.60×io一工1(")
 以上の方法及び結果は,一方にかいて強磁性の研究に新らしい方法を導入したものであるとと
 もに,貴重な新知見を加えたものである。よって,近堂和郎の提出した論文は,理学博士の学位
 論文として合格と認める。
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